
（別紙３）

～ 2025年12月27日

（対象者数） 21 （回答者数） 17

～ 2026年1月26日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

寄り添い過ぎない療育も取り入れ、近すぎず離れ
すぎない療育を実施する

2

定期ミーティングだけでなく、支援開始前の打ち
合わせの実施

3

事業所内での研修の実施の増加

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

室内の改修
(クールダウンができるスペースなどを作成予定)

2

・研修や講習の実施し、職員個々のレベルアップ
を行う
・新たな支援ツールの導入

3

地域や保護者が交流できるイベントの開催を検討

○事業所名 放課後等デイサービス事業所 レインボー

○保護者評価実施期間 2025年11月21日

○保護者評価有効回答数

2025年11月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域や保護者間での交流機会が少ない 地域や保護者が参加するイベントを企画できていな
い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

療育室内が狭い 過ごすスペースを分けることができていない

支援プログラムの充実 経験年数が浅い職員が多い

個々とスタッフが寄り添った療育が実施できている ・利用児それぞれの特性を把握し、楽しめるように
工夫をしている
・どのような活動が楽しめているか職員間で情報共
有し、話し合いをしている
・利用児が興味を持てる工夫している

職員間で話し合いや情報共有をしている ・連絡ツールを使用し、ヒヤリハット事項や利用児
の様子を共有している
・定期的にミーティングを実施している
・個々の活動を興味を持てる支援を共有している

活動に通じてのルール等の理解力を高めるよう療育
を行っている

事業所内での研修・情報を共有する

事業所における自己評価総括表公表


